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コ
ラ
ム 

「バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
」  

 
 

法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
オ
イ
ス
カ
へ
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
猛
暑
・
酷
暑
の
夏
で
し
た
。
秋
の
到
来
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。 

令
和
７
年
も
半
分
終
わ
り
、
今
年
も
あ
と
４
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
夏
野
菜
の
収
穫
が
終
わ
り
ひ
と

段
落
で
す
。
海
外
研
修
生
は
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
元
気

に
研
修
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
も
な
く
稲
刈
り
の
時

期
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
バ
イ
ン
が
寿
命
の
た
め
新
た
に
購

入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
夏
募
金
を
通
じ
て
、
支
援
を

呼
び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
１００
件
１８８
万
円
の

募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（８
月
２７
日
現
在
）
。 

こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
職
員
一
同
心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
オ
イ
ス
カ
創
立
６４
年
、
中
部
セ
ン
タ
ー
設

立
５８
年
目
と
な
り
ま
す
。
会
員
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、

職
員
が
そ
の
時
代
時
代
を
つ
な
い
で
、
バ
ト
ン
が
わ
た
り
、

今
に
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
後
継
者

が
い
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
紡
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統
は

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
が
昭
和
３６
年
に
産
声

を
上
げ
て
、
半
世
紀
活
動
が
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
ひ

と
え
に
会
員
様
の
支
援
の
継
続
、
新
し
く
会
員
と
し
て
お
仲

間
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。 

筑
田
副
所
長
は
、
来
年
の
新
し
い
研
修
生
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
り
、
訪
日
研
修
を
経
て
帰
国
し
た

O
B

・OG

が
、

現
地
オ
イ
ス
カ
で
活
躍
し
て
く
れ
る
後
継
者
と
な
る
人
材

を
育
て
る
こ
と
を
大
目
標
に
お
い
て
い
ま
す
。 

オ
イ
ス
カ
が
理
念
に
謳
う
「
世
界
中
の
人
々
が
、
国
籍
・

民
族
・言
語
・宗
教
・文
化
の
違
い
を
超
え
て
共
存
し
、
地
球

上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
を
守
り
、
調
和
し
て
栄
え
る

世
界
」
こ
の
壮
大
な
夢
の
実
現
に
向
け
、
会
員
様
と
共
に
オ

イ
ス
カ
の
世
界
中
の
現
場
、
国
内
現
場
に
一
人
で
も
多
く
の

若
者
を
迎
え
、
研
修
を
通
し
鍛
え
磨
き
、
後
継
者
を
一
人

で
も
多
く
育
て
て
い
き
た
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。 
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杉
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中 部 Ｎ Ｏ Ｗ 

富
士
山
の
森
づ
く
り 

 

       

 

  

 

７
月
５
日
（
土
）
、
オ
イ
ス
カ
本
部
・
山
梨
県
支
部

が
主
催
す
る
「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」
活
動
に
豊
田

推
協
１３
名
、
丹
羽
推
協
１４
名
、
セ
ン
タ
ー
研
修
生

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
虫
害
に
よ
り

損
な
わ
れ
た
森
林
に
広
葉
樹
を
植
林
し
、
多
様
性

の
あ
る
森
の
早
期
再
生
を
目
指
し
て
２００７
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
今
年
で
１９
年
目
な
り
ま
す
。 

今
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
植
林
し
た
木

を
、
鹿
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
設
置
し
て
い
る
獣
害

対
策
ネ
ッ
ト
の
補
修
（
ネ
ッ
ト
の
巻
き
直
し
お
よ
び

支
柱
の
交
換
）
を
行
い
ま
し
た
。
富
士
山
の
麓
１，３００
ｍ

地
点
、
森
の
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
夏
の
暑
さ
は

容
赦
な
く
襲
い
、
斜
面
で
足
を
踏
ん
張
り
な
が
ら
の

活
動
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
一
の
富
士
山

で
の
活
動
は
、
日
本
一
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。 

さ
あ
！ 

来
年
は
、
本
活
動
も
２０
周
年
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

豊
田
推
進
協
議
会
会
長 

梅
村
清
春 

参加者全員の記念写真（総勢２００名以上） 

息の合った「やまのぶコンビ」 

鬼頭律生さんと生田友成さん 

頼りになる若手サポーター 

大嶋雅樹さん 

力強く頼もしい 

中神千治さんと清水久善さん 

作業後の充実感を味わってパチリ 

作業に集中する 

神谷弘生さんと清水孝江さん 



 

 

や
っ
ぱ
り
来
た
来
た
！
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

第
４
回 

農
ボ
ラ
デ
ー 

８
月
９
日
（土
）午
前
７
時
～
９
時 

   

 
 
 

 
 

                             

                             

      
 
 

 

    

 

                  

                             

 

海
外
出
張 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ 

 
 

 
 

 

中部 OBのマイヌル（左）と家族 

農業指導を担当   

６
月
２８
日
に
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
離
れ
、
イ
ン
ド
の

バ
ラ
ナ
シ
へ
。
バ
ラ
ナ
シ
で
はJIC

A

草
の
根
無
償
資
金
に

よ
る
竹
炭
を
活
用
し
た
環
境
保
全
型
農
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
協
力
農
家
と
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
し
た
竹
炭
の
圃
場
へ
の
散
布
が
主
な

目
的
で
し
た
。
水
田
、
野
菜
畑
、
果
樹
園
と
幅
広
く
竹

炭
の
活
用
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
更
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
農
産
物
の
品
質
向
上
と
収
量
増
加
を

目
指
し
ま
す
。 

筑
田
明
生 

６
月
２３
日
か
ら
５
日
間
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
研
修
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
２
名
のO

B

研

修
生
（
四
国
、
中
部
）
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
お
り
、

来
年
度
の
訪
日
研
修
生
が
研
修
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

1週間に 1回、街で卵と 

野菜を販売 

中部ＯＢのラハマン（中央） 

来年度候補生ラキム（右） 

女性研修センター朝の点呼（上）▶ 

洋裁コース（左）▶ 

製菓・製パンコースのピザ（右）▶ 

コ
ア
な
方
々
が
灼
熱
の
地
獄
へ
集
合
！ 

水
野
幹
事
長
、
中
山
純
二
さ
ん
、
三
宅
幸

夫
さ
ん
、
中
神
千
治
さ
ん
、
清
水
令
司
さ
ん
、

清
水
忠
雄
さ
ん
、
井
高
健
一
さ
ん
、
佐
々
木

誠
路
さ
ん
、
佐
藤
彰
紀
さ
ん
、
加
藤
勝
久
さ

ん
、
田
中
誠
次
さ
ん
、
清
水
孝
紀
さ
ん
な
ど
コ

ア
な
同
志
の
方
々
に
は
頭
が
下
が
り
っ
ぱ
な
し

で
す
。 

織
田
信
長
が
甲
斐
武
田
を
亡
ぼ
し
た
際
に

燃
え
盛
る
火
の
中
で
、
禅
僧 

快
川
和
尚
が
詠

ん
だ
「心
頭
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し
」が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
コ
ア
な
方
々
に
「農
ボ
ラ

に 

心
合
わ
せ
る 

爽
や
か
さ
」を
贈
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

レモン・栗の果樹園の草刈・草取り 【３６名参加】 

午
前
７
時
と
は
言
え
、
「暑
い
」と
い
う
言
葉

し
か
出
な
い
灼
熱
の
地
獄
の
熱
風
を
吹
き
飛

ば
す
全
集
中
の
活
躍
は
驚
異
で
す
。
オ
イ
ス
カ

理
事
の
樋
泉
克
夫
先
生
は
、
こ
の
暑
さ
を
「快

川
も 

裸
足
で
逃
げ
出
す 

暑
さ
か
な
」と
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
詩
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
レ
モ
ン
と
栗
の
果
樹

園
の
草
刈
を
す
べ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
お
手
入
れ
の
お
陰
で
、
た
わ
わ
に

実
っ
た
レ
モ
ン
と
栗
の
実
が
、
涼
や
か
な
風
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
終
え
た
後
は
、
オ
イ
ス

カ
心
尽
く
し
の
朝
食
で
、
ま
す
ま
す
「全
一
統

体
」が
深
ま
り
ま
し
た
。 

梅
村
清
春 

腰近くまで伸びた雑草をなぎ倒す同志の皆さん 

たわわに実るレモンと栗 



 

 

          

  

 

 

 

 

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
帰
国 

  

簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、

時
間
通
り
に
仕
事
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
時
、
私
は
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。 そ

れ
か
ら
、
洋
裁
の
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続

け
る
う
ち
に
、
初
め
て
だ
っ
た
ミ
シ
ン

の
使
い
方
も
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て

き
て
、
帽
子
、
エ
プ
ロ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ス
、

ズ
ボ
ン
、
か
ば
ん
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

       

今
年
に
な
っ
て
販
売
用
の
シ
ュ
シ
ュ

を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
そ

の
シ
ュ
シ
ュ
を
買
っ
て
く
れ
た
の
を
見

て
、
私
た
ち
は
と
て
も
幸
せ
を
感
じ

ま
し
た
。 

こ
の
２
年
間
は
と
て
も
大
事
で
わ

す
れ
ら
れ
な
い
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
家
族

や
地
域
の
た
め
に
努
力
し
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
き
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

エ
ン
ジ
ェ
ル 

         
 
 

 

                   

                           
 

 
 

 

 
 

                         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 

    
 
 

 

 

 
 

 

                            

７・８月 研修生の活動  レニ 

 

 
 

蒲
郡 

花
火
大
会
見
学 

 

７
月
２７
日
（
日
）
蒲
郡 

花
火
大
会
に
ご

招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

蒲
郡
推
進
協
議
会
の
皆
様
、
毎
年
素
晴

ら
し
い
花
火
大
会
に
ご
招
待
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

日
本
の
花
火
は
研
修
生
に
と
っ
て
最
高
の

思
い
出
で
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 

松
岡
篤
彦 

    

こ
ん
に
ち
は. 

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
ま

し
た
家
政
研
修
生
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
で

す
。
２０２３
年
８
月
２
日
か
ら
２
年
間
の

研
修
を
終
え
、
８
月
８
日
に
帰
国
し

ま
す
。
初
め
て
日
本
に
来
た
と
き

は
、
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
最
初
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
失
敗
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、

先
生
方
は
い
つ
も
優
し
く
教
え
て
く

だ
さ
り
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
２
年
間
で
、
私
は
日
本
の
家
庭

文
化
、
料
理
、
掃
除
、
片
づ
け
、
そ
し

て
心
を
込
め
て
他
人
の
た
め
に
働
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

       O
IS

C
A

に
来
た
当
初
、
正
直
な
と

こ
ろ
、
料
理
の
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
台
所
仕
事
も
こ
の
研
修
が
初
め

て
で
し
た
。
野
菜
や
肉
も
う
ま
く
切

る
こ
と
が
で
き
ず
、
味
付
け
も
あ
ま

り
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ナ
イ
フ
を
正
し
く
使
う
方
法
、
日
本

料
理
の
作
り
方
な
ど
色
々
な
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
慣
れ
る
ま
で
に

長
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
私

は
少
し
ず
つ
料
理
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
毎
日
４０
人
以

上
の
人
に
食
事
を
提
供
す
る
の
は
、

簡
単 

オクラの収穫 

毎日２０キロぐらい収穫しています。 

６００本植えたナスの収穫 

毎日たくさん収穫しています。 

出荷準備 

「スーパーやまのぶ」「ＪＡあいち豊

田グリーンセンター松平店」に毎日

出荷しています。 

自作のスカート 

調理中 



 

 

             
 
 

 

               

                             

                            

                    

 

寄
付
品 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
６
２
団
（豊
田
市
） 

渡
辺
素
巳
（瀬
戸
市
） 

門
池
千
尋
（豊
田
市
） 

川
合
夏
代
（豊
田
市
） 

磯
村
洋
子
（知
立
市
） 

健
康
フ
ァ
ー
ム
（京
都
市
） 

有
限
会
社 

小
池
牧
場
（豊
田
市
） 

太
啓
建
設 

株
式
会
社
（豊
田
市
） 

三
井
酢
店
（阿
久
比
町
） 

鋤
柄
雄
一
（豊
田
市
） 

有
限
会
社 

小
池
牧
場
（豊
田
市
） 

ス
ー
（
豊
田
市
） 

神
野
重
行
（名
古
屋
市
） 

外
国
コ
イ
ン
・書
き
損
じ
は
が
き 

加
藤
み
つ
子
（豊
田
市
） 

鈴
木
康
子
（豊
田
市
） 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

安
成
工
業 

株
式
会
社
（安
城
市
） 

佐
藤
鋹
弘
（豊
田
市
） 

ベ
ル
マ
ー
ク 

ス
ー
パ
ー
や
ま
の
ぶ
（豊
田
市
） 

 
更
新
会
員
名
簿
（４
２
９
／
７
７
９
） 

安
城
（
２
０
／
９
０
）
石
川
和
明
、
安
城
ハ
ウ
ジ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
上
野
幸
三
、
小
木
曽
真
弘
事
務

所
、
井
上
泰
晴
、
浅
井
髙
寛
、
神
谷
和
也
、
日
下

昭
則
、
伊
藤
康
伸
、
成
田
正
規
、
杉
浦
正
行
、
甲

原
寛
士
、
神
谷
幹
子
、
杉
浦
房
市
、
沓
名
正
夫
、

鈴
木 

浩 

岡
崎
（４
／
２
６
）森
田
惣
一
、
株
式
会
社 

リ
リ

ー
ブ
プ
ロ 

刈
谷
（６
／
３
５
）
山
崎
宗
二 

知
立
（１
１
／
１
１
）中
根
純
子
、
加
藤
敞
三
、
鈴

木
哲
夫 

豊
田
（
１
３
０
／
２
０
３
）
ダ
ン
フ
ー
ズ 
株
式
会

社
、
有
限
会
社 

大
成
保
険
事
務
所
、
和
合
精
機 

株
式
会
社
、
覚
勝
寺
、
深
津
秀
仁
、
羽
根
田
利

明
、
海
老
澤
要
造
、
岡
田
耕
一
、
松
原
一
也
、
安

藤
寿
昭
、
酒
井 

斉
、
古
木
吉
昭
、
寺
田
康
生
、

杉
本
寛
文
、
榎
屋
小
百
合
、
兵
藤
慎
也
、
佐
藤

彰
紀
、
神
谷
弘
生
、
豊
田
信
用
金
庫
、
加
藤
産

業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

豊
田
健
康
生
活
セ

ン
タ
ー
、
株
式
会
社 

キ
ョ
ウ
エ
イ
フ
ァ
イ
ン
、
西

野
理
子
、
え
す
ず 

株
式
会
社
、
小
島
プ
レ
ス
工

業 

株
式
会
社
、
坂
元
正
弘
、
株
式
会
社 

ヤ
ナ

ギ
サ
ワ
自
動
車
販
売
、
豊
田
市
長
、
横
山
興
業 

株
式
会
社
、
中
神
千
治
、
あ
い
ち
豊
田
農
業
協

同
組
合
、
ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク 

株
式
会
社
、
合
資
会
社 

鳥
居
種
苗
店 

名
古
屋
（
３
３
／
５
６
）
立
憲
民
主
党
愛
知
県
参

議
院
選
挙
区
第
２
総
支
部
、
お
こ
の
み
焼
三
五
、

日
本
特
殊
陶
業 

株
式
会
社
、
日
本
ガ
イ
シ 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
、
ノ
リ
タ
ケ 

株
式
会
社
、
東
邦
ガ
ス 

株
式
会
社
、
中
部
電
力 

株
式
会
社 

名
古
屋
北
（
２
３
／
３
３
）
伊
藤
陽
介
、
Ｌ
Ｂ 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

ア
ク
ア
テ
ッ
ク 

名
古
屋
東
（１
４
／
２
２
）
株
式
会
社 

き
と
き
と 

丹
羽
（
４
９
／
６
６
）
株
式
会
社 

m
aru

ich
i

、
五

藤
政
尋
、
有
限
会
社 

大
森
新
聞
店
、
株
式
会
社 

名
洲
電
機
、
酒
井
喜
代
子
、
近
藤
齊
宏
、
丹
羽
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 

園
部
宣
治
（
豊
田
市
）
、
富
田
司
（
常
滑
市
）
、
豊

安
工
業 

株
式
会
社(

知
立
市)

、
株
式
会
社 

ナ

カ
ノ
工
業(

半
田
市) 

半
田
（
１
６
／
１
９
）
有
限
会
社 

矢
田
化
学
工

業
、
株
式
会
社 

東
海
塗
装
工
業
所
、
株
式
会
社 

森
島
商
店 

碧
南
高
浜
（３
１
／
４
５
）
税
理
士
法
人 

笠
松
＆

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
衣
浦
イ
ー
テ
ク
ト 

株
式
会

社
、
伊
藤
ル
ミ
、
株
式
会
社 

梶
川
建
設
、
柳
沢

英
希
、
鳥
居
寛
英
、
山
中
従
天
医
館
、
新
美
雅

浩
、
石
橋
建
設
興
業 

株
式
会
社
、
神
谷 

悟
、

杉
浦
哲
也
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド 

株
式
会
社
、
碧
南
市

役
所
、
吉
岡
初
浩
、
黒
龍
産
業 

株
式
会
社
、
株

式
会
社 

長
谷
川
設
備
工
業
、
株
式
会
社 

ク
リ

ー
ン
商
事
、
碧
南
市
議
会
議
長
、
日
進
工
業 

株

式
会
社
、
丸
八
重
整
備 

株
式
会
社
、
自
由
民
主

党
愛
知
第
十
三
選
挙
区
支
部
、
株
式
会
社 

山

下
忠
平
商
店
、
丸
共
通
運 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
、
浅
丘
自
動
車

整
備 
株
式
会
社
、
碧
南
商
工
会
議
所
、
白
竹
建

設 
株
式
会
社
、
有
限
会
社 

井
上
建
築
設
計

室
、
愛
知
県
中
央
信
用
組
合 

み
よ
し
（
３
５
／
３
６
）
丹
野
み
ど
り
、
野
口
智

明
、
塩
谷
尚
章
、
三
田
晃
嗣 

セ
ン
タ
ー
（
２
０
／
４
７
）
穂
積
商
事 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

藤
恵
、
川
瀬
善
靖
、
髙
山
亜
美 

三
重
（１
９
／
２
３
）
ト
ー
ワ
エ
レ
ッ
ク
ス 

株
式
会

社 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（七
月
末
ま
で
掲
載
） 

寄
付
金 

肌
附
春
樹
（
豊
田
市
）
、
シ
マ
ツ 

株
式
会
社
（
刈

谷
市
）
、
溝
口
史
朗
（
安
城
市
）
、
小
林
育
代
（
岡

崎
市
）
、
梅
村
清
春
（
豊
田
市
）
、
佐
藤
美
枝
子

（
豊
田
市
）
、
梶
田
智
子
（
豊
田
市
）
、
株
式
会
社 

鈴
木
産
業
（
名
古
屋
市
）
、
深
津
由
子
（
豊
田

市
）
、
一
般
財
団
法
人 

タ
イ
ム
技
研
社
会
貢
献

委
員
会
（
大
口
町
）
、
株
式
会
社 

長
谷
川
設
備

工
業
（
碧
南
市
）
、
浅
井
髙
寛
（
安
城
市
）
、
太
田

宗
一
郎
（
刈
谷
市
）
、
奥
野
櫻
子
（
刈
谷
市
）
、
中

村
浩
之
（
豊
田
市
）
、
塚
本
隆
敏
（
み
よ
し
市
）
、

加
藤
喜
昭
（
名
古
屋
市
）
、
株
式
会
社 

三
好
製

作
所
（
み
よ
し
市
）
、
上
野
幸
三
（
名
古
屋
市
）
、

内
藤
欣
憲
（豊
橋
市
）、
有
限
会
社 

ヨ
コ
イ
工
業

（み
よ
し
市
）、
加
藤
悟
（名
古
屋
市
）、 

株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所
、
光
岡
保
之
（豊

田
市
）
、
沼
田
昭
雄
（
名
古
屋
市
）
、
鈴
木
晤
（
豊

田
市
）
、
酒
向
淳
治
（
豊
田
市
）
、
牧
野
内
隆
夫

（豊
田
市
）、
河
合
秀
（豊
田
市
）
、
株
式
会
社 

ダ

イ
ム
ラ
ッ
ク
（
東
海
市
）
、
明
興
産
業 

株
式
会
社

（
東
浦
町
）
、
鰐
部
兼
道
（
み
よ
し
市
）
、
佐
藤
鋹

弘
（豊
田
市
）、
森
藤
左
ェ
門
（
名
古
屋
市
）、
竹
本

和
彦
（
安
城
市
）
、
黒
田
啓
介
（
名
古
屋
市
）
、
中

山
純
二
（
豊
田
市
）、
株
式
会
社
ハ
イ
パ
ー
ブ
レ
イ

ン
（
名
古
屋
市
）
、
神
野
重
行
（
名
古
屋
市
）
、
堀

田
由
浩
（
名
古
屋
市
）
、
有
限
会
社
豊
勝
硝
子
店

（
豊
田
市
）
、
株
式
会
社
芝
テ
ク
ノ
（
名
古
屋

市
）
、
水
本
厚
生
（
名
古
屋
市
）
、
オ
イ
ス
カ
名
古

屋
南
推
進
協
議
会
（
名
古
屋
市
）
、
井
上
典
子

（知
立
市
）、
株
式
会
社 

山
信
商
店
（
豊
田
市
）、

吉
見
明
博
（
四
日
市
市
）
、
近
藤
將
喬
（
豊
田

市
）
、
浪
速
金
液 

株
式
会
社
（
名
古
屋
市
）
、
神

山
忠
憲
（
知
立
市
）
、
水
野
幸
枝
（
大
府
市
）
、
佐

藤
枝
梨
子
（
大
口
町
）
、
清
水
寿
（
豊
田
市
）
、
中

神
千
治
（
豊
田
市
）
、
杉
浦
房
市
（
高
浜
市
）
、
知

立
神
社
（
知
立
市
）
、
オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議

会
（
豊
田
市
）
、
株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー
（
み
よ
し

市
）、
株
式
会
社 

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ワ
リ
ヤ

（
半
田
市
）
、
小
林
弘
子
（
安
城
市
）
、
長
谷
川 

恒
美
（
豊
田
市
）
、
福
田
香
緒
里
（
豊
田
市
）
、
林

重
喜
（
岡
崎
市
）
、
小
杉
裕
一
郎
（
豊
田
市
）
、
清

水
孝
紀
（
豊
田
市
）
、
金
森
智
浩
（
名
古
屋
市
）
、

株
式
会
社 

豊
田
エ
イ
タ
ツ
（
豊
田
市
）
、
安
城
ハ

ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
安
城
市
）、
ヤ
マ
フ
土
地
（半

田
市
）
、
大
嶋
雅
樹
（
豊
田
市
）
、
鷲
見
三
恵
子

（刈
谷
市
）
、
オ
イ
ス
カ
友
の
会
（
豊
田
市
）
、
高
木

正
年
（
安
城
市
）
、
佐
々
木
誠
路
（
豊
田
市
）
、
前

田
臣
代
（
大
口
町
）
、
髙
濱
耀
圭
美
（
豊
田
市
）
、

山
口
朝
子
（
日
進
市
）
、
森
田
惣
一
（
豊
田
市
）
、

服
部
俊
美
（
豊
田
市
）
、
佐
藤
彰
紀
（
刈
谷
市
）
、

水
野
宏
幸
（
豊
田
市
）
、
株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
所
（
高
浜
市
）
、
太
啓
建
設 

株
式

会
社
（
豊
田
市
）
、
荏
原
美
知
勝
（
東
京
都
）
、
工

藤
泰
子
（
豊
田
市
）
、
杉
浦
弘
造
（
西
尾
市
）
、
板

倉
正
道
（豊
田
市
）、
髙
木
禎
宜
（豊
田
市
）、 

新
入
会
（
個
人
） 

山
崎
宗
二
（豊
田
市
） 

野
口
智
明
（
み
よ
し
市
） 

伊
藤
陽
介
（稲
沢
市
） 

三
田
晃
嗣
（
み
よ
し
市
） 

磯
谷
弘
治
（大
府
市
） 

岩
瀬 

和
義
（幸
田
町
） 

新
入
会
（
法
人
） 

L
B
 

株
式
会
社
（名
古
屋
市
） 

株
式
会
社 

エ
ネ
ア
ー
ク
中
部
（知
立
市
） 


